
白石和紙
　白石三白のひとつ。藩政時代より刈田・白石地方は水

質と原料に恵まれて良質の和紙を産出しました。種類

も奉書・壇紙・杉原などの高級紙をはじめおよそ60種

に及び、冬の間は楮市・紙市が白石で開かれ、藩内はも

とより東北各地に出荷されていました。現在、生産額は

わずかですが、「ふくよかに、きよく、うるわしい」みち

のく紙の伝統はそのままに、すき続けられています。

■問 白石市商工観光課　☎0224-22-1321
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白石地方は水

白石市
Shiroishi

七ヶ宿屋号看板・陸炉（囲炉裏）
　七ヶ宿街道のいたるところで、「屋号」と呼ばれる昔ながら

の看板を見られます。看板の材料は間伐材。地域材をはじめ

とする自然素材にこだわり、木材・森林・環境への理解を深め、

優れた木造技術の伝統を継承し、地場産業を育成していく活

動に取り組んでいます。実践屋号型看板，陸炉（囲炉裏）、キッ

トハウスの製作・販売も行っています。　　

■問 七ヶ宿屋号再現社「八吾作」　☎0224-37-2568

伝統こけし
　伝統こけしの中でも、華麗さにおいては一番といわれている遠

刈田系伝統こけし。「みやぎ蔵王こけし館」には、全国の伝統こけ

しや木地玩具5,000点が系統別に展示。また、工人による実演コー

ナーや絵付け体験コーナーなども行っています。

■問 みやぎ蔵王こけし館　☎0224-34-2385

われて る遠

蔵王町
Zao

角田市郷土資料館
　明治から大正にかけて建築された氏家丈吉氏の邸宅を

改装・整備した資料館です。書院造りの豪華な邸宅や土

蔵が現存し、歴史資料や民俗資料、遺跡からの出土品な

どの考古資料を展示しています。また、雛人形展などの

企画展の開催や歴史勉強会も行われています。

■問 角田市郷土資料館　☎0224-62-2527

大河原の郷土芸能
　「小山田やすとこ」は、元禄年間に米沢城下で歌われ、いつの頃からか

小山田地区に伝えられ、歌い踊られるようになりました。素朴な美しさを

残す郷土芸能です。「堤神楽」は、明治時代中頃、堤地区に伝えられた、

全12幕を上演すると4時間にも及ぶ歌のない黙劇です。足踏みの音も立

てないように舞われる珍しい神楽で、特に11幕目の三本剣舞は一見の価

値ありです。どちらも、町指定無形民俗文化財です。

■問 大河原町教育委員会生涯学習課　☎0224-53-2758

いつの頃からか

大河原町
Ogawara

村田町歴史みらい館
　村田町の歴史の幕開けとなった旧石

器時代から、みちのく宮城の小京都と

呼ばれるまでの人々の暮らしや郷土芸

能、民間信仰、紅花で繁栄を物語る蔵

屋敷など町の多彩な表情を紹介してい

ます。観覧料一般・大学生300円、小・中・

高校生100円。

■問 村田町歴史みらい館

☎0224-83-6822☎0☎

村田町
Murata

竹細工、わら細工
　昔から伝わる竹細工やわら細工の作り方を地元のお年寄りが丁

寧に教えてくれる「丸森町高齢者生産活動センター」。わらぞうり、

布ぞうり、ざる、あけびづる、竹帚などの実用品の作り方を気軽

に楽しむことができます。

■問 丸森町高齢者生産活動センター　☎0224-72-1960

お年寄りが丁

丸森町
Marumori

富沢磨崖仏群
　仏象を岩壁に彫刻したものを磨崖仏といいます。富沢の磨崖仏

群は、岩崎山の凝灰岩壁に彫ったもので、高さ2.5mの阿弥陀如

来坐像を中心として六地蔵、如意輪観世音、（伝）嘘空蔵菩薩、近

世の西国三十三観音等があります。

■問 柴田町商工観光課　☎0224-55-2123

と ます 富沢

柴田町
Shibata

石神彫刻工房
　国産の白御影石を使って作られたお地蔵様は、見ているだけで穏やか

になれる表情をされています。川と雑木林に囲まれた工房で、お茶を飲み

ながら『石んこ』に癒されてみてはどうでしょうか。

■問 石神彫刻工房　☎0224-84-6410

で穏やか

川崎町
Kawasaki

平成3年に角田市の
文化財に指定されて
いますよ。
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文化・工芸

地元のおじいちゃん、おばあ
ちゃんが優しく教えてくれる
から子どもでも楽しみながら
作れます。

白石和紙は、東大寺の修二会
用（お水取り）の衣にも使わ
れているんですよ。
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大泉 諒くん

　ふるさと文化伝承館、資料展示

館思源閣、産業展示館、如心庵か

らなる施設で、平成22年5月から

柴田町図書館も併設され、生涯学

習を支援する施設としてご利用い

ただけます。

しばたの郷土館
【柴田町】
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■問 しばたの郷土館　☎0224-55-0707
　柴田町図書館　　☎0224-86-3820

丈吉氏 邸宅を

角田市
Kakuda

七ヶ宿町
Shichikashuku
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